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  水産検定試験への参加  

第２回全ス協水産検定試験が平成２０年３

月５日（水）広島で・７日（金）東京でそれぞ

れ開催されました。この検定試験は、全国スー

パーマーケット協会が主催となり、国が食品ス

ーパーの技能審査の関連で水産加工の技術の

振興を担う位置づけのものでもあり、検定試験

としても意義のあるものです。Ａコープとして

も昨年は１名の参加でしたが、本年は、平成１

９年１１月に行なわれた鮮魚部門強化講習会

からの取組み事項であり総数で２３名（広島会

場１６名（全体１０４名）、東京会場７名（全

体２７名））のチェレンジになりました。受験

者にとってはプレッシャーのなかで、日頃の成

果を充分に発揮すべく本番に向かったわけで

すが緊張もありなかなか思い通りに行かない

部分もありました。この検定試験は、ＣＧＣグ

ループを中心に実施されたものですが中には

充分な教育がなされないままに受験された方

もいて、「おいおい・・」という方もいました。

その点では、Ａコープは際立ってはいませんが

ほぼ平均的であった印象はあります。ただ、テ

キパキとした作業段取り、総合的なスピード、

基本的な作業での技術の統一がなされていな

など自己流のところもあり、まさに標準化とい

う点で課題が残りました。採点項目も時間内作

業の完了は、大きなポイントでタイムオーバー

は不合格の対象になります（残念ですがＡコー

プでも対象者はいました）。今後もこの検定へ

の参加は薦

めていきま

すが、検定

が試験のた

めというこ

とでなく鮮

魚部門にお

ける技術の標準化、規定に従った作業の進行、

部下の育成、パートさんへの仕事の委譲という

段階におい

て欠かせな

いステップ

であること

は事実です。

さらに今回

の検定試験を通じて強く感じた事は、技術の継
．

承
．
を形にしていくこと（マニュアル化）の重要

性です。各自の持っている技術をＡコープ全体

の力にして

いく事、知識

の集結と継

承は、商品化

技術の向上、

作業効率の

改善、Ａコープらしさを出すうえでも欠かせな

いことです。           （杉田）

 売り方再構築  
消費者の購買心理の過程で個人的に商品に

どれほど巻き込まれた状態にいるかを示した

言葉に“関与”があります。逆に考えればお客

さまをどう巻き込むかによって売れ行きも変



わってくるというここです。しかしそれが、ス

ーパーマーケットの商品に関してどれ位影響

度があるかは未定であり、極論すればスーパー

マーケットの商品への関与は少ないと考える

ほうが良いかもしれない。さらに関与の弱い消

費者にとっては、多くの情報は負担に感じ、情

報処理を放棄してしまうとも言われます。この

関与ということばからも今のスーパーマーケ

ットの売り方は本当にお客さまにとって「あり

がたいショッピングの場（買い場）」になって

いるのかと考えてしまう。単なる均一的なきれ

いさだとか格好だけの売場や販売方法や陳列

をしていては、ますますお客さまの購買心理を

呼び起こす事にはならないと考えます。前回の

インフォで報告したＡコープの店長海外セミ

ナー（アメリカ）でみたホールフーズのレイア

ウトや陳列は、曲線をうまく活かしたものであ

り、青果売場の陳列ケースや壁面での立体ボリ

ューム陳列の試みは、そうしたお客さま購買心

理を呼び起こす効果があるのとも考えられま

す。消費者は、スーパーマーケットの多段ケー

スに単にきれいに陳列されている野菜より、Ｊ

Ａの農産物直売コーナーの野菜を買う方に価

値を見出します。アメリカで見たバークレーボ

ールというＳＭの店舗では、単純だけれど大胆

な平台の使い方や壁面ケースの使いを工夫、そ

こにフレンドリーな売り方を加えることでお

客さまに支持されています。店全体の統一した

イメージは非常に重要なので、単に青果売場だ

けの問題ではないにしても、スーパーマーケッ

トの売り方という事に関しては、もっともっと

考える必要があると思います。ＩＹでは、売場

ＭＤプロジェクトチームが結成され、その一つ

かどうか分かりませんが”にぎわい感“を出す

というテーマで試食販売のあり方についてマ

ネキン販売員の格好を統一させたり、販売員も

（メーカ頼りでなく）自ら採用したり、企画と

して試食販売の見直しをしているという記事

も見ました。この時期だからこそ売り方という

事の再考が求められています。どのように販売

していくかどう売場、売り方を変えていくか試

行錯誤しながらでも変化させていかなければ

なりません。「Ａコープの青果売場が地域で一

番支持されるためには、どうしたらよいのか」

という課題に対策を立案し実践しなければな

りません。5 月の講習会には先進店舗視察セミ

ナー、そしてＡコープの青果部門の「闘争力を

問う」をテーマに、6 月には「売れる売り方」

と題しての講習会も企画しています。”売り方

再構築“みんなで押し進めていきたいものです。

講習会案内 

5 月の講習会 
講習会名 ： 第１回 労働衛生管理講習会 

 場  所 ： 神奈川県 「全農営農技術センター 」  
 開催期間 ： 平成２０年５月１３日（火）～５月１４日（水）２日間 
 
 講習会名 ： 第１９回先進店舗視察セミナー （現地） 
 場  所 ： 大阪近郊              
 開催期間 ： 平成２０年５月２０日（火）～５月２１日（水）２日間 

 
講習会名 ： 第１１６回 店舗職員資格認証（初級）講習会 

 場  所 ： 神奈川県 「全農営農技術センター 」 
 開催期間 ： 平成２０年５月２０日（火）～5 月２３日（金）４日間 
  
講習会名 ： 第５６回 青果部門講習会 

 場  所 ： 神奈川県 「全農営農技術センター 」              
 開催期間 ： 平成２０年５月２６日（月）～５月２７日（火）２日間 
＊ 青果講習会の日程変更ご了承ください。各要領は３月１７日に発送いたします。 

 



 


